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※かがわコミュニティ・デザイン（KCD）推進事業は、四国学院大学が主催し地域社会における人と人とのつながり、香川県の
　コミュニティ・デザインを豊かにすることを目的として企画した事業です。

【趣旨】2014年12月の中央教育審議会答申
「新しい時代にふさわしい高大接続の実現に
向けた高等学校教育，大学教育，大学入学者
選抜の一体的改革について」により，今後の高
校教育や大学教育の改革、高大接続改革の
方向性が示されました。こうした政策動向を踏
まえ，四国学院大学は，アクティブラーニングなど
を活用した新たな〈大学教育〉〈高校教育〉の
創造と，それを通した新たな〈高大接続〉の試み
を主要なテーマとした講演会を開催していま
す。「知識・技能」に偏重する教育ではなく「知
識・技能を活用して，自らの課題を発見し，その
解決に向けて探求し，その成果などを表現する
ために必要な思考力・判断力・表現力などの能
力」を育む教育の創造と提案が，講演会を主催
する四国学院大学の目的です。本年度からは，
「コミュニケーション教育」というテーマを設定し
て，このレクチャーシリーズを展開します。

勤務校・勤務先、職務・役職、氏名、E-mail
アドレスを記載のうえ裏面ＦＡＸ用紙または
E-mailにてお申し込みください。
ご連絡いただいた個人情報は本講演の運営目的にのみ使用いたします。

赤井 勝哉

もっと笑いを！
落語と英語と日本語と

第３回 テーマ

大学生の時に小さな学習塾でアルバイトの講師をして以来，35年ほど英語を教えて
きました。あまり優秀な教師ではありませんでしたが，常に心掛けてきたことは「授業

はできるだけ楽しく，面白く！」ということです。多分に大阪人のノリが影響しているのですが，「語学の
学習はコツコツと続けなければ上達しない。しかし面白くなければ続かない！」という結構まじめな信
念めいた思いがあったからです。そして私のこの思いは，「英語は聞き流すだけで上達する」といった
お気楽な空気が流れる今日においても̶̶否，そういう風潮があるからこそ̶̶ますます揺るぎない
ものとなってきています。今回は，本学で特に「翻訳論」と「落語学」を担当していて感じたこと，考えた
ことなどをご紹介して，先生方の授業を面白くするために，また生徒さんたちの学習を楽しくするため
に，少しでもお役に立つかもしれないようなヒントをご提供できたら望外の喜びでございます̶̶など
と夢想しております。特にことばの教育に携わっておられる先生方にお聞きいただけたら幸いです。

参加費
無料

定員
100名

内 容

講 師

― ことばの教育・学習に活かす翻訳論と落語学からのヒント ―

平成29年度香川県大学等魅力づくり補助金採択事業
かがわコミュニティ・デザイン（KCD）推進事業※
香川県下高校との連携企画

1963年，和歌山県新宮市生まれ。4歳～18歳を大阪の笑いの渦の
中に過ごす。同志社大学および同大学院にて英語・英米文学を学ぶ。
1991年4月，四国学院大学に赴任。英語・英米文学関連諸科目，翻
訳論，日本文化研究，落語学等を担当。2001年9月～02年9月，英
国ケンブリッジ大学客員研究員。最近はもっぱらヘンデル作曲の英語
作品の台本および台本作家に関する研究・翻訳に従事。娘（6歳）と
一緒に歩いていると必ずおじいちゃんに間違われる54歳。

プロフィール 
四国学院大学教授・文学部長

2018年2月26日（月）15:10～16:40 

２０１8年2月20日（火）

教育関係者・本学教員

四国学院大学   聖恵館   駐車場あり（1回300円）

主催：四国学院大学
後援：香川県教育委員会  ※この期日を過ぎて受講を希望する方は，リエゾン・センターにお問い合わせください。
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申込締切


